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沿  革 

昭和 47年５月   当初各市町村に水産技術員が置かれていたが、本土復帰と同時に水産庁より水

産業改良普及制度が導入され、水産業専門技術者が２名、水産業改良普及員が

沖縄本島に８名（駐在：水産試験場）、宮古に３名、（駐在：宮古支庁農林水         

産課）、八重山に２名（駐在：八重山支庁農林水産課）配置された 

昭和 50年３月   糸満市西崎町に庁舎新築、名称が漁業者センターとなり普及員が駐在 

昭和 55年４月   漁業者センターを｢かい｣に指定。所長は専門兼務 

昭和 57年４月   水産業専門技術員２名、水産業改良普及員１０名となる 

昭和 60年４月   組織改正により｢漁業者センター｣から｢沖縄県水産業改良普及所｣に名称変更 

昭和 60年 12月  増築により実習室兼展示室、図書室、事務室が完成 

平成６年４月    水産業改良普及所・本部駐在設置。専技１名、普及員１名配置 

平成 13年４月   組織改正により水産試験場と統合、沖縄県水産試験場普及センターに名称変更 

平成 17年４月   機構改革により沖縄県水産業改良普及センターに名称変更。水産試験場は農林

水産部から企画部に移行。制度改正により水産業改良普及員と水産業専門技術                 

員が水産業普及指導員に一元化。普及指導員総数 11 名（普及センター５名、         

本部駐在２名、両支庁各２名） 

平成 21年４月    水産業改良普及センター１名定数削減により普及指導員定数は 10名となる 

平成 25年４月   組織改正により水産海洋研究センターと統合、水産海洋技術センターに名称変                  

更し、普及班を設置 

平成 25年８月    糸満市喜屋武に庁舎新築し移転 

平成 26年４月   水産業革新支援専門員を設置 

 

 

令和６年度水産業改良普及事業推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 2 - 

 

水産業普及指導組織区域担当 


